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この度、富士通メディアデバイス株式会社（以下FMD）

の代表取締役社長に就任いたしました白井でございます。

平素は、FMD製品に格別のご高配を賜り、厚く御礼申

し上げます。

FMDは、分社化して5年が経過いたしました。最初の2

年間は携帯電話市場の旺盛な需要に支えられ、すばらしい

業績をあげることができました。しかし、2001年に米国で

起きたITバブルの崩壊が世界に波及し、市況は一気に悪

化いたしました。急激な変化にFMDは開発も生産も追随

できず、この3年間は業績低迷に追い込まれております。

なんとしても、この難局を乗り越え、再生を果たしたいと

思います。

現在、FMDの売上比率はSAWが52％、ネットワーク

関連が32％、キャパシタが12％となっており、振動子を含

め、従来品が99％も占めております。また、海外顧客の売

上比率が70％にも達し、事業分野も携帯電話市場とネッ

トワーク関連に偏重した事業形態となっており、商品バラ

ンスを改善し、安定した事業基盤の確立が急務と考えてお

ります。今年に入り、主力事業であるSAW、BAW、VCO、

キャパシタ等で競争力のある新商品が立ち上がりつつあり

ます。ジャイロの量産化も目処が立ちました。新規事業の

MEMSの開発も順調に進んでおります。今後は、これら

の新製品を武器に新分野の開拓を強力に推し進めていき

たいと思っております。このため、事業領域を携帯電話市

場やネットワーク関連に限らず、成長著しいデジタルAV

機器や車載関連市場にも拡大いたします。

幸い、FMDは先輩方の努力もあり、高い技術の蓄積、

優良なお客様、有能な従業員がおります。この資産を最大

限に発揮すれば、他社に負けない商品作りが可能です。世

界に目を向けると専業メーカが力を発揮しています。その

要因は意思決定が早く、機敏に行動ができるからだと思い

ます。FMDも無駄を廃し、すべての効率をあげ、スピー

ド感のある機敏な会社にしたいと思います。そして、国際

的に通用する会社、勢いのある会社、利益を出す会社に

したいと思います。また、高付加価値商品でお客様の事業

に貢献し、ともに繁栄していきたいと思っております。今

後とも、当社の製品をご愛顧賜りますようよろしくお願い

申し上げます。
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